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1．要旨  
衝撃をより吸収する構造をみつけるため、紙で卵を守るカプセルを作りパ

ラシュートをつけ、4メートルの高さから落とした。結果、くしゃくしゃの

紙（以下、「くしゃ紙」という。右図A参照）が入ったカプセルの班が卵を

割らずに着地することに成功した。 

2．目的 
近年、民間人が宇宙旅行に行くという動きが活発になっている。宇宙旅行 

をより身近にするため、宇宙船を地球に帰還させる際の着陸時の衝撃を軽減 

することを目標とした。そのための帰還カプセルの構造の特徴をそれぞれ      ↑図Aくしゃくしゃの紙 

比較することが目的である。また、部員が楽しんで研究を行うことを一番においた。       （くしゃ紙） 

3．方法 
部員を5グループに分け、それぞれのカプセルとパラシュートを作る。カプセルは構造を重視するため、紙だけ

を使用する。中にはゆで卵が入っている。卵の殻が割れたかどうか、カプセルの重さで、構造を比較する。重いと

ロケットに乗せられないので、軽いカプセルのほうが良い。最初にパラシュート同士で比較し、一番地面につくの

が遅かったもので統一してカプセルを落とした。 

4．結果 

 
5．考察・展望 

割れなかった班は共通してくしゃ紙を中に入れている。くしゃ紙（図A）は衝撃を受けて潰れることのできる隙

間がたくさんあいており、卵の形や動きで柔軟に変わることができる。しかし、成功した班はどちらもカプセルが

重たい。今後はカプセルの軽量化を進めるとともに、実際の帰還カプセルにかかる衝撃や速度・高度などを計算し

て、より実用的なデータを取ることを目的としたい。また、この研究で効果的だと分かった衝撃吸収構造は、有人

ロケットの打ち上げ時や小惑星でのサンプルリターン時など、様々な宇宙開発の局面で利用可能である。今後もこ

の研究をつづけ、宇宙旅行を身近にすることに貢献していきたい。 


